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討を行っている。一方後者については、毎週の授
業と連動し教員が様々な教材資料を提示でき、レ
ポートや小テストによって学生の学習を支援して
いくシステムが要求される。このような目的に、
ＷＷＷをインタフェイスとして利用するＷＢＴ灘Ｉ
やＣＭＳ蕊２が販売されている。しかし導入コスト
が高い点や、プログラムの改変が行えない点など
から、オープンソースのＣＭＳの導入を検討し、
その結果オーストラリアのMartinDouglamas
が中心となり開発が続けられているMoodle蝿の
利用を、今年度より開始した。
1．経緯
近年、従来の情報処理教育のみならず一般の講
義や演習を効果的に支援するために情報技術を活
用する取組みが様々な機関でなされている。本学
でもこれまで学内ＬＡＮ整備を進め、ＷＷＷや電
子メール、共有フォルダを用いた教材の配布や課
題の回収などを行ってきたが、主に情報処理関連
科目でしか利用されず、学内のＰＣ演習室での
利用に限られているといった問題があった。また、
小テストを頻繁に行おうとすると採点にかかる負
担が増える点や、資料配布のために大量の紙が使
われる点も問題であった。
そこで本学では、昨年度よりe-Learning環境
の充実に向けての検討が行われた。学習の形式と
して完全自学自習的なものと、授業を中心に行い
その補完を目的とするものに分けられるが、前者
を対象とする場合、教材のパッケージ化や飽きさ
せないための様々な工夫が必要であり、教員の制
作コストも大きいと予想されるため、本学ではリ
メデイアル教育や資格取得を目的とした自主学習
を中心に、市販コンテンツの利用などを含めて検
2．Moodleについて
MoodleはいわゆるＬＡＭＰ※４のサーバ環境での
稼働を中心に設計されているが、ＰＨＰが動作す
るその他のＯＳ、その他のＤＢＭＳでも動作する。
オープンソースにより開発が続けられておりＧＰＬ
ライセンスの下でコードが記述きれている。モジ
ュール構造により新たな開発協力がしやすい設計
となっている。またヘルプを含む表示言語として
は様々な言語が提供されており、日本語翻訳作業
については吉田光宏氏を中心に行われている。
※3modularobject-orienteddynamiclea｢ning
environment(http:〃moodleorg）
※4ＬｉｎｕｘＡｐａｃｈｅＭｙＳＱＬＰＨＰ
※ｌＷｅｂＢａｓｅｄＴｒａｉｎｉｎｇ
※２CourseContentsManagementSyste、
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することが可能となっている。
●カレンダーおよびイベントスケジュール：学
習活動として追加した課題の提出期限や小テ
ストの実施日時などは自動的にカレンダーに
追加きれる。その他のコースに関連する様々
なイベントを教員が学生に提示したり、学生
自身が個人的なイベントを登録できる。
・ログの閲覧：教員は、どの学生がいつどの資
料を閲覧したか、活動モジュールを実行した
かといった利用履歴を確認することができる。
●ファイル管理：ブラウザからファイルのアッ
プロードが行え、名前の変更・削除・圧縮な
どのファイル操作が行える。
●バックアップ：学習活動モジュールとして登
録された各種データは任意にバックアップと
してファイルにまとめることが出来る。
２．２今後期待される機能
Moodleは現在も機能の拡張や不具合の修正
が、開発コミュニティを中心に進行中である。今
後様々な機能の拡張が期待きれる。議論されてい
る機能拡張として注目しているものとしては、
様々な形式のデータを一覧表示しフィルタリング
できるデータモジュール、様々な種類のファイル
を柔軟に管理できるＤＭＳ、データ入出力を柔軟
にするＸＭＬへの対応などが挙げられる。
現在、日本のロケールに起因する動作の不具合
がいくつか見られる。特に日本語文字コードの扱
いに関連する問題や他のシステムとのデータの相
互利用に関連する問題の改善が期待される。これ
らのいくつかは、ボランティアにより修正ソース
コードが提案されているが、オリジナル配布版へ
の反映がまだなされていない。今後、日本語開発
者コミュニティの拡大が必要である。
メインページからコース毎に一つずつあるトッ
プページにアクセスでき、教員は学習活動として
様々なコンテンツを簡単に追加していくことがで
きる。学生はＩＤ・パスワードによる認証後
ＷＷＷブラウザを利用してそれらのコンテンツ
にアクセスすることになる。
２．１MoodIeの機能
各コースにて教員が提供するコンテンツを学習
活動と呼ぶ。学習活動モジュールとして代表的な
ものは以下のとおりである。
●課題：学生にワープロ等のソフトウェアで作
成したファイルを提出させ、その評価を学生
にフィードバックできる。
●チャット：リアルタイムに文字による会話が
行える。実施日時をスケジュール化すること
もできる。
●選択：簡単な択一型の質問を設定し、学生の
意識調査などに利用する。
●フォーラム：いわゆるスレッド型の電子掲示
板・電子会議。
●用語集：コースにおいて重要な用語とその解
説集を作成できる。他の資料中に現れる用語
は自動的にリンクが張られ、学生はその解説
を参照できる。
●日誌：学生が意見や感想、授業のまとめなど
を記入し、教師が個別に評価をフィードバッ
クできる。
●小テスト：多肢選択問題・正誤選択問題・記
述式問題・組み合わせ問題・数値問題・穴埋
め問題などを出題できる。
・リソース：文章やリンク、他のソフトウェア
で作成したファイル等を資料として学生に提
示できる。
これらのコンテンツの作成および登録がＷＷＷ
のインタフェイスを通して行え、様々な文章を入
力する場面ではWYSIWYGのＨＴＭＬエディタが
利用できるので、文字の書式設定が容易に行える。
さらにMoodleには、コース運営を支援する
ための以下に挙げる機能がある。
●コース内グループ分け：コース参加者を複数
のグループに分けて成績を管理したり、フォ
ーラムでの議論をそのグループに限定したり
３．本学での使用状況
３．１システム環境
MoodleはＰＨＰの動作する様々なプラットホ
ームにインストール可能である。本学では、以下
の仕様のマシン1台をMoodle用サーバマシン
に位置づけ、インストールを行なった。
Ｌハードウェア環境
●ＣＰＵ：ＩｎｔｅｌＰｅｎｔｉｕｍ４２４ＧＨｚ
1４－
篭谷隆弘Moodleを利用した授業展開と利用履歴の解析
■￣←￣
轄副⑭６感回孤倒口や鰯０Ａnｺ回り
と■エー坤．曲噛ＺｂＴ一一Ｗ旨きL･叩勧錨ワ鐵鴎盈函副1Ｈ邑巴泡■■鯉ｉｌｌ１ＭＭＩｌｌｌ１１Ｉｉ騨鱸ii鍵騨騨蕊譲騨蕊霧霧霧騨鰄騨蕊
可ⅡHうく写ｍｅ 、q日附Ｘ二Km】て１（ウ）囚■
回芭ｕＵ沮取UUrr毒罰r歯1,田、]■
四でlｴ(ｵJﾛﾋﾞｰ=ご－通ｗ､研細.’
密一一通u”願H崔塞丁巨勧U唖
婿ＴＩＩﾛﾜ】IzUA誼因、可、】渦[,T］閥
＝ｍｉＢ凪Ｕ■DUH
配扣ｍＵｌ
図２穴埋め形式の小テスト図１サイトトツプページ
●メモリ：ｌＧＢ
●ＨＤ：８０ＧＢ
Ｍｏｏｄｌｅプログラムで44ＭＢ使用
Moodle用データ領域で905ＭＢ使用（前期終
了時）
ＭｙＳＱＬｌｌｌＭＢ使用
２．ソフトウェア環境
●ＯＳ：Windows2000Server
●Ｗｅｂ：IIS５０＋ＰＨＰ4.3.8(ISAPI）
●ＤＢ：ＭｙＳＱＬ３２３４９
認証には別に稼働中のメールサーバを利用する
POP３認証を採用している。従って、学生・教員
は、通常使用している電子メール用アカウント・
パスワードをそのまま使用できる。また、このサ
ーバへ学外からもアクセスできるようにＤＭＺ
に配置した。また、自宅等学外からのアクセス時
に個人情報・成績情報がネットワークを流れるこ
とを考慮し、同サーバが認証局となるＳＳＬを使
用している。
３．２導入科目と学習活動モジュールの利用例
本学では今年度前期より、生活科学学科生活情
報専攻１．２学年約200名を対象に、講義科目･演習
科目など12科目でMoodleを授業支援ツールとし
て使用してきた。担当教員は４名である。これら
蕾ii,盛`i;…… Ｚ訴
一一一一麹
図３新聞記事の投稿と感想記事の投稿
の科目での学習活動モジュールの利用例を挙げる。
３．２．１情報システムＩ
この科目は１年生の必修科目であり、講義形式
による授業を行なっている。内容は、ハードウェ
アやソフトウェアなど、様々な基礎的情報処理関
連用語についての解説や計算機等の動作原理の理
解を授業目的として位置づけている。また授業と
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図５日記モジュールを使ったレポートの提出図４画像作品の投稿と相互評価
とで、繰り返し採点を行える点やプールした複数
の問題からランダムに出題できる機能を利用でき
るため、紙とは異なる試験形態で実施できた。
新聞記事の収集と考察は、毎週４名程度の発表
をフォーラム上にトピックとして投稿させ、翌週
にその他の学生はトピックから１つ以上を選択
し、感想・意見などを投稿させる。口頭でのディ
スカッション能力を養うことも軽視できないが、
時間的制約から難しいのが現状である。この課題
により授業時間外や帰宅後のアクセスが定期的に
なされている点が成果の一つとして考えられる。
３．２．２マルチメディア演習Ｉ
この科目は、1年生の選択科目であり、画像加
工処理、動画像編集などを中心とした演習科目で
ある。授業時間内には、入出力機器の扱いや画像
編集用ソフトウェアを使った画像合成などについ
てテーマ毎に解説している。授業時間で修得した
技術を応用し、定期的に画像処理の課題を作品と
して提出させる。
従来、課題として共有フォルダへの提出は行な
っていたが、Moodleの導入により、提出方法
をフォーラムへの投稿に変更した。フォーラムで
は､投稿記事に画像を添付することが可能である。
また投稿された画像の一覧性が非常に良いのも利
は別に、情報化社会への理解を深めるために、新
聞記事の収集とその記事に関しての考察を行なう
よう指導している。
毎年、用語等の理解度を調べるために半期に４
回程度の中間試験を行っていた。穴埋め問題中心
の試験形式であったが、採点の負担を考え
Moodleの小テストモジュールによるＰＣを利用
した形式に変更した。ＰＣを利用することで生じ
る問題点およびその対策は以下の通りである。
・計算問題を含む場合があるため、計算用紙を
別途配布した。
●他クラスへの問題漏洩を防ぐため、ユーティ
リティソフトウェアによりブラウザ以外のソ
フトウェアの起動を制限し、ページのファイ
ルへの保存も制限した。しかし今後も漏洩防
止のための検討が必要である。
・同時間帯に、他演習室にて問題が閲覧できて
しまう問題があった。当初、注意書きとログ
の確認で対応していたが、最新バージョンに
て、パスワードおよびＩＰアドレスによる小
テストの実施制限できるようになったので、
この問題はなくなっている。
本来小テストモジュールは、自己評価支援での
利用が中心と考えられるが、ＰＣを利用するこ
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図７学生の日毎ページビユー
３．２．４学生自身が構築する就職支援ページ
短期大学においては、２年生になるとすぐに就
職活動を意識せざるを得ない実情がある。本学で
も学生部就職指導課が中心となって、さまざまな
支援を行っている。
一方、生活情報専攻２年生では演習科目のひと
つとして、所属学生を数人のグループに分け様々
なテーマについての取り組みを行わせている。今
年度その１つのグループについては、Moodle
を使用し、学生自身が就職支援ページの構築に取
り組んでいる。
まず、フォーラムを設け、２年生自身の就職活
動体験などの投稿を受け付けている。実名での投
稿を嫌う傾向もあるので、匿名アカウントを用意
している。また、就職指導課と連携し、求人情報
の掲載を行っている。現バージョンのMoodle
には汎用的なデータベースモジュールがないため
に、用語集モジュールを代用し、求人`情報データ
ベースとして利用している。また、小テストモジ
ュールを使い、一般常識や漢字などについての知
識を確認できるようにしている。様々なジャンル
について３択式の１０問程度を解答するようにして
いて、学生はゲーム感覚で実施できる。その他、
レッスンモジュールを使用して、適正診断チャー
トを提供している。参加者は簡単な質問に答えて
いくと、あらかじめ用意したいくつかの中から一
つの結果が得られ、これもゲーム的感覚で楽しん
で利用している。
４．アクセス解析
Moodleでは、Ｗｅｂページの閲覧履歴がデー
図６就職支援ページの構築
点の一つである。学生は自分の作品についての解
説文や、他者の作品についての評価文を入力でき
る。また、数値による評価点をそれぞれの学生が
入力できるので、相互評価を支援するツールとし
ても利用している。
３．２．３情報ネットワーク
この科目は２年生の選択科目で、講義形式によ
りTCP/ＩＰを中心としたプロトコルの解説、情
報共有や機器の共有、Ｗｅｂサーバの設置方法な
どについて解説を行なっている。また、実際に
ＯＳの管理者権限を与えたパーティションを用意
し、ソフトウェアのインストールや様々な環境設
定などの課題を実際に行なわせている。
授業時間外に学生には、講義で解説したテーマ
毎の内容についてまとめさせ、それをMoodle
の日誌モジュールを使って提出させている。
WYSIWYGのＨＴＭＬエディタが備わっている
ので、ブラウザを通して直接様々な書式設定が行
え、これまでのワープロと大幅には変わらない内
容のものが作成できる。ただし現バージョンでは
画像の添付方法がアップロード済みのファイルの
ＵＲＬ指定を行う方法しかないために煩雑である。
今後の機能拡張を期待している。
教員側は、提出された内容を一覧で確認し、そ
れぞれの内容についてコメントを学生にフィード
バックできる。また、数値による評価も行える。
これまでの紙媒体を利用したレポート提出と比較
して、効率的になったと感じている。
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表３科目・モジュール別のページピユー表１学年・コース別のページビユー
科目モジュール２・情２.メ１.情ｌ・メ
表２学年・コース別のページビユー（学外から）
２情報10327２５２９６９６
２メァィア３８１３２０９
２療法８８８８
１情報13460４２１２６７４６
１メァイア３２３７２３１９２４１
実質的に専攻内の情報管理コース（１年生７２名、
２年生７１名）とメディアコミュニケーションコー
ス所属（1年生２７名、２年生26名）の学生がほ
とんどであった。そのうち１年生の学生は必修科
目が多いため、値が大きくなった。1年生の最小
ページビューが極端に少ないのは、年度途中退学
者のページビューを結果に含めているためである。
またさらに､学外からのアクセスだけに絞って、
同様の表を作成した。学外からのアクセスが全体
に占める割合は約１７％であり、`情報管理コース
２年生の学外からのアクセスについては、約２０
％である。就職活動等で演習室に設置されたＰＣ
からアクセスすることが困難な状況で、かなりの
割合で普及している自宅のＰＣからアクセスし
ている状況が伺える。情報管理コース1年生の数
人は非常に多くアクセスしており、自宅からのア
クセスも多い。
４２科目別利用モジュール
各科目別に、活動モジュールの設置状況と、そ
の利用状況を集計した。表３はその中から、先に
タベース上に記録される。記録きれる項目として
は、日時、ユーザＩＤ、閲覧者のＩＰアドレス、
アクセスした科目ＩＤ、利用した活動モジュール
とその動作引数（アクション）である。本学で
Moodleサイトを構築し運用を始めた2004年４月
８日から後期授業開始前（夏休み期間終了時期）
である２００４年９月２６日の期間について、この
ログを解析した。図表中の数値は、アクションを
基準にページの閲覧回数を表している。また、就
職支援ページのように学生自身が科目担当者にな
り専用ＩＤでアクセスする場合の閲覧は除外して
いる。図７は対象期間すべてにおける日毎のペー
ジピューをグラフ化したものである。授業での利
用が前提となっているため、曜日毎にまとまって
いる。特にページピューが多い日は、５月中旬の
課題提出期限、６月中旬のリンク集収集、７月
末の学期末試験などが挙げられる。
4.1学年・コース別
今年度前期、Moodleは生活情報専攻の学生を
対象とする授業を中心に利用された。そのため、
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篭谷隆弘Moodleを利用した授業展開と利用履歴の解析
挙げた私が担当した科目についてのみ記したもの
である。コースというモジュールは科目毎のトッ
プページでの表示が履歴として記録される。ユー
ザと表記したものは科目に参加している学生相互
がお互いのログイン状況、コメントなどを閲覧す
る際に記録されるログである。
それぞれの科目に特徴的な活動モジュールが存
在するため、そのページビューが多いが、情報ネ
ットワークにおいては、１回の科目ページへの訪
問につき、約１３回の日誌利用となっており、資
料の閲覧よりも毎週のレポート記録に利用されて
いることが伺える。情報システムＩでは、新聞記
事課題のために、１回のログインにつき約２回
強のフォーラム記事へのアクセスがあり、感想記
入の課題に必要なアクセスがなされている。マル
チメディア演習Ｉでは、課題作品の提出にフォー
ラムを利用しており、そのページビューが非常に
多くなっている。
4.3曜日・時間帯別
学生がMoodleへアクセスする時間帯を集計
した。表４の枠で示した部分は主に授業時間内や
空き時間での利用と考えられる（一部祝祭日・自
宅等からのアクセスを含む)。逆にそれらの時間
以外でのアクセスは主に自宅からのアクセスや放
課後のアクセスとみられる。その全体に占める割
合は約21％で、近年の短期大学生にみられる授業
時間以外での学習時間の減少傾向から考えると思
いの外の割合であった。
4.4アクセス解析についての考察
今回、ＣＭＳの履歴をもとに様々な利用状況の
解析を行った。様々な側面から客観的評価が得ら
れることで、他の授業への導入に関しても参考と
なると思われる。しかしながら今年度の導入であ
るため経年的な学生の学習動向についての分析が
まだ行えていない。また授業評価や成績との相関
についても十分な分析が行えていないので、今後
取り組む必要がある。
表４曜日・時間帯別のページビュー
などを行っている。自宅などから深夜にもアクセ
スしている学生も在り、一定の導入効果は得られ
ていると考えている。
当初Moodleの安定`性について不安もあった
が、実際の利用では大きなトラブルも少なく、５０
人程度の小テストの実施などを行った際も、小テ
スト開始時の負荷による反応速度の低下はあった
が、問題なく実施できた。ハードウェアや利用す
るデータベースシステムの性能にも左右されると
思われるが、他の海外の利用機関においては数百
コース、数千人の学生での安定した運用も報告さ
れている。このようなシステムが安価に利用でき
ることで、教育機関のみならず、生涯学習支援や
5．まとめ
今年度からの導入であり、まだ十分な導入効果
の評価・解析は行えていないが、ログによると多
くの学生が授業時間外に資料の閲覧、記事の投稿
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Moodleを利用した多様な学習形態を提供しきた
いと考えている。また、学生個人の能力差に柔軟
に対応するための方法について研究を進めていく
予定である。
コミュニティサイトへの利用も始まっている。今
後国内での利用が広まることは間違いないと思わ
れる。
短期大学での教育は、一方で短期間での実務的
な能力の修得を中心に行われる場合が多いもの
の、基礎的学力の低下などから学生間の能力差が
顕著になりつつある現状がある。また一方で議論
を中心とした創造的な学習活動を大学教育に期待
する面もあるものの、自分の意見を集団の中で主
張し、他者の意見を評価する能力を修得すること
が授業時間の制約の中では難しいのが現状であ
る。これらの課題への取組みの一つとして
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